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研究成果の概要（和文）：本研究では、ひきこもり相談から、現代のひきこもりの臨床像を明らかにし、ひきこ
もっている本人の視点から、アイデンティティの構築過程について検討することを目的とした。その結果、10代
では性別にかかわらず、学校の中で体験していることが多く言及されていること、20代以降では性別によって悩
みが分化していること、30代は内面と社会からの悩みが共存する可能性が高く、特に男性では40代以降において
もその傾向が継続することが示唆された。また、アイデンティティの構築過程においては、「ひきこもりの自分
についての語り」「自分についての捉え直し」「自分と関わることについての語り」の3つの段階があることが
示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to delineate the phenomenon of hikikomori 
through investigating the process of identity formation based on the subjective experiences of 
hikikomori individuals depicted in their email and telephone counseling. It was revealed that the 
young adults between 10 and 19 years of age often discuss experiences at school regardless of 
gender, whereas the expression by individuals over 20 differed depending to their gender, and it was
 highly likely that the internal difficulty of “vague unease” and the external difficulty of “
societal pressure” co-existed for those in their 30s. Especially, the male individuals aged 40 
years and older continuously exhibited this tendency. Furthermore, three steps were identified 
during the process of their identity formation: “narratives about self as hikikomori,” “
narratives about re-telling of self,” “narratives about relating to self.”

研究分野： 臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
現在、約 54 万人がひきこもっていると推

定され、雇用状況の厳しさから、ひきこもり
の問題が深刻化している。海外からも、ひき
こもりは、日本の青年に特化した現象として
注目されている（Furlong,2008)。当初、ひ
きこもりは、不登校の延長として捉えられ、
主に 10代から 20代前半の若者の問題として
考えられてきた。近年では、青年期のひきこ
もりが長期化したり、あるいは社会に出て就
職してからも対人関係でつまずき、外に出ら
れないという問題が指摘されている。すなわ
ち、ひきこもりの問題は、現代社会において、
若者が大人になっていくことの困難さを反
映しているといえる。 
 
ひきこもり本人の発達を促進するモデル

から支援を考える上で、次の 2つが考えられ
る。第一に、ひきこもり本人が他者とのかか
わりをもつことである。ひきこもり本人が、
相談機関を訪れることはほとんどない。しか
しながら、彼らは他者からの承認を求め、何
らか援助を求めている（斎藤,1998）。電話や
メールを用いた支援は、ひきこもり本人が外
に出なくても、他者とかかわることができる。
その意味では、電話・メール相談は、ひきこ
もり本人が他者とつながる有効なツールと
なり得る。 
第二に、他者とのかかわりを通じてアイデ

ンティティを構築していくことである。青年
期では、自分にとって重要な他者から認めら
れることで、肯定的な自己感を育んでいく。
30 代以降の成人期では、他者とのかかわりを
通じて、過去を振り返り、未来を展望し、自
分を意味づけていく作業が、自己感の発達に
おいて重要である。生涯発達的に見ても、自
分を振り返り意味づけることは、青年期に始
まり、成人期にかけて見られ、心理的成長
（McLean&Breen,2009）や成熟（King, 2001）、
肯定的な自己変容を促す（Adler, 2012）と
指摘されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代のひきこもりの状況を明ら

かにし、ひきこもり本人の語りから、アイデ
ンティティ構築過程を検討することを目的
とした。まず、①ひきこもり相談のデータか
ら、現代のひきこもりの臨床像を示した。次
に、②成人期への移行の課題を明らかにした。
そして、③ひきこもり本人が、ひきこもって
いる体験をどのように意味づけ、アイデンテ
ィティを構築していくのかを検討した。 
 

３．研究の方法 
①～③については、ひきこもりの内外の文

献の検討、ひきこもりの電話・メール相談を
もとに分析した。①ではテキストマイニング、
②では統計分析（χ2検定）と内容分析、③で
はナラティブ分析を用いた。本研究は所属す
るお茶の水女子大学の倫理審査委員会の承

認を得て進められた。調査に係る個人情報の
匿名性の確保、及び情報管理について慎重に
配慮し、分析を行った。 
 
４．研究成果 
（1）ひきこもりの臨床像 
ひきこもりのメール相談の内、1,830 名（男

性 871名／女性 959名）の初回相談について、
WordMiner™を用いてテキストマイニングに
よる分析を行った。分析手順としては、初回
相談のテキストを分かち書きし、418,530 種
類の構成要素を得た。そこから、助詞、句読
点等を除いた。さらに、構成要素のうち出現
頻度が 15 回以上のものを対象にし、構成要
素を絞り込んだ。最終的に、80,381 種類の語
句を抽出した。 
対応分析を行った結果、7 成分得られ、2

成分で累積寄与率は 53.1%であった（固有値
は、第 1軸が 0.06、第 2軸が 0.03）。解釈の
しやすさから、７クラスターとした（図１）。  
クラスター1は、「うつ」「おかしい」「お金」

「きょうだい」「この先」が上位に位置づけ
られていたことから、〈漠然とした不安〉と
命名した。クラスター2では、「うまくいかな
い」「しんどい」「クビ」「ショック」と、実
際何かやってもうまく進まないことが示さ
れ、〈うまくいかなさ〉と命名した。クラス
ター3では、「やめた」「やる気がない」「わが
まま」「アルバイト」「いらいら」と物事を回
避し、意欲が起きないことがうかがわれたの
で、〈焦り・投げやりな思い〉と命名した。
クラスター4では、「イジメ」「サークル」「ト
ラブル」「ニュース」「ネットゲーム」と、集
団生活での困りごとと捉え、〈集団でのつま
ずき〉と命名した。クラスター5では、「クラ
ス」「ネガティブ」「パソコン」「陰口」とい
った学校での出来事がうかがわれたので、
〈学校での体験〉と命名した。クラスター6
では、「グループ」「パニック障害」「プレッ
シャー」「安定」「一般」と社会や外の世界と
の関連が深い語であったので、〈社会的プレ
ッシャー〉と命名した。クラスター7 では、
「きつい」「サポステ」「デイケア」「ハロー
ワーク」といった社会への復帰に関連する語
が集まったので、〈社会参加の模索〉と命名
した。 
このことから、以下の 3点が示された。第

一に、10 代では性別にかかわらず、学校の中
で体験していることが多く言及されていた。
第二に、20 代以降では、性別によって悩みが
分化し、女性では〈焦り・投げやりな思い〉
〈うまくいかなさ〉といった内的な体験が言
及されていたが、男性では〈集団でのつまず
き〉〈社会参加の模索〉〈社会的プレッシャー〉
といった対社会を意識した語が多く見られ
た。第三に、ひきこもり本人にとって、30 代
は〈漠然とした不安〉と〈社会的プレッシャ
ー〉という内と外からの悩みが共存する可能
性が高いことが分かった。特に、男性では 40
代以降においてもその傾向が継続すること



が示された。 
 

図 1 各クラスターと年代×性別の同時布置 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
さらに、ひきこもり期間と性別によってど

のように相談内容が異なるのかをテキスト
マイニングを用いて検討した。その結果、次
の 2つが明らかとなった。第一に、ひきこも
り期間が 1年以上 5年以下の男性では女性よ
りも学校での体験について語られていた。一
方、女性では、ひきこもり長いほど、家族の
問題に言及している傾向が見られた。第二に、
ひきこもり期間が5年以上になると相談内容
が深刻であることが示された。性別や年代に
よって、ひきこもり本人が抱えている悩みが
異なり、本人のニーズに合った支援を考えて
いくことが考えられた。また、ひきこもり期
間が 5年を超えることで、本人の状況が深刻
になることが推察された。 
 
（2）成人期への移行の課題 
① ひきこもり本人の相談：メール相談 
ひきこもり本人からの相談 1,670 件の内、

不登校を経験していると判断された 116 件
（不登校時期が不明な 3件を除く）を分析に
用いた。なお、平均年齢は 25.5 歳（SD=8.1）、
男性が 55 件（47.4％）、女性が 61 件（52.6％）
であった。 
小学校での 11 件の内 7件が中学校、2件が

中学校・高校でも、中学校での 50 件の内 12
件が高校でも不登校を経験していた。また、
高校／大学で初めて不登校を経験したのは、
55 件（47.4％）であった（図 2）。小学校／
中学校だけでなく、高校／大学で不登校を初
めて経験してひきこもる生活が続いている
人が半数近く見られた。 
次に、ひきこもり期間（1年未満・2～5年・

5 年以上）と不登校時期（小学校／中学校・
高校／大学）についてχ2検定を行った結果、
有意な連関が認められた（χ2(2)=14.87，
p<.01）。残差分析から、高校／大学で不登校
を経験した者は、ひきこもり期間が 1年以下
と短い傾向が見られた。 

図 2 不登校を経験した時期 (n=116) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
さらに、不登校を経験した時期ごとに、ひ

きこもったきっかけ（複数回答、相談員が評
価）を、その他・不詳（28 件）を除いて、8
項目ごとに整理した（表 1）。 
 

表 1 ひきこもったきっかけの件数（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ひきこもったきっかけを見ると、個別性が

高いことがうかがわれた。大学生では、ひき
こもり期間が相対的に短いものの、学生から
就労への移行、すなわち青年から成人になっ
ていく難しさが示された。キャリア支援に留
まらず、生き方を含めた支援を考えていく必
要があることが示唆された。 
 
② ひきこもり本人の相談：電話相談 
本人による初回電話相談の内、精神障害を

患っている相談を外し、内容がひきこもり以
外の相談を削除した 55 件を分析に用いた。
電話では、ひきこもり本人が「声」を通じて
自分の経験や考えを伝えてきているが、それ
は本人が孤独感やこころの痛みをはっきり
と意識しているわけではない。顕在的な孤独
感だけでなく、潜在的な面にも着目するため
に、「こころの痛み（Meerwijk & Weiss, 2011)）
に関する論考を参考に、意味が似ているもの
同士をまとめ、カテゴリーに分けた。なお、
ひきこもり本人の性別は、男性が 33 名
（60.0％）、女性が 22 名（40.0％）であった。
年代は、10 代が 5 名（9.1%）、20 代が 25 名
（45.5%）、30 代が 15 名（27.3%）、40 代が 8
名（14.5％）、不明が 2名（3.6％）であった。 
内容分析の結果、ひきこもり本人が抱えて

いる「こころの痛み」について、2 つのテー
マ『他者から否定・批判されることの怖さ』
『親へのアンビバレントな思い』が抽出され
た。『他者から否定・批判されることの怖さ』
では、過去に他者から否定され、批判される



といった体験が根強くあり、不安というより
も他者への怖さを感じていることが分かっ
た。他者への怖さは、一様ではなく、幼少期
から漠然と苦手さを感じ、挨拶程度の関わり
は問題なくやれても、自分の心を開くかかわ
りを躊躇していることがうかがわれた。また、
『親へのアンビバレントな思い』では、「親
に対して迷惑をかけている」という思いと、
「親に理解してもらえない」という思いが共
存していることが示唆された。 

 
（3）ひきこもり本人のアイデンティティ構
築の過程 
ひきこもり本人の相談で 5回以上、かつ相

談内容から精神疾患が顕著でない事例を抽
出した。本研究では、その内、5 件（20 代 3
件、30 代以上 2件）について相談内容を分析
した。なお、分析には NVivo を用いて、ひき
こもり本人が自分の体験をどのように意味
づけているのかといった意味的なまとまり
に着目して、コーディングを行った。 
5 件のメール相談によるデータを分析した

ところ、「ひきこもりの自分についての語り」
「自分についての捉え直し」「自分と関わる
ことについての語り」の 3つがあると考えら
れた。「ひきこもりの自分についての語り」
では、ひきこもりの状況や自分が何に悩んで
困っているのかという気持ちの吐露が語ら
れていた。そうした語りの中核には〈こころ
の痛み〉〈孤独感〉があると考えられた。ま
た、「自分の気持ちをうまく表現できない」
と思い浮かぶ考えが言葉としてまとまらな
いことも見られた。「自分についての捉え直
し」では、これまでの自分を振り返り、社会
と関係づけて、メタ的に述べられていた。そ
うした語りでは、“仕事をしていない自分は
ダメ”といったマスタナラティブとの照合
や、〈ひきこもった理由〉について語り自分
と向き合っていることが見られた。ただ、外
に一歩出ようとしても不安になり〈過去の習
慣へのしがみつき〉、親によって傷つけられ
たという〈親の侵襲（impingement）〉(Levine, 
2017)、親へ申し訳なさを感じながらも理解
してもらえない辛さといった〈親への思い〉
が見られた。こうした背景には、“不安を隠
す”“嘘をついてしまった自分”という〈本
当の自分を隠す〉ことがあると考えられた。
「自分と関わることについての語り」では、
自分自身を対象にして、変化した自分との関
わりについて語られていた。そうした語りに
は、〈親とのかかわりの変化〉と連動してい
ることが伺えた。こうした語りでは、相談員
の返信から新たな見方を取り入れ、過去の自
分を手放し、オルタナティブなストーリーが
展開されていた。さらに、こうした 3つのカ
テゴリーの文脈として〈メール相談による変
容〉が見出された。 
 
今後の展望 
本研究から、電話やメールというバーチャ

ルな空間であっても、自らのことを語り、他
者からの応答によって、自らの存在をとらえ
なおすことがアイデンティティの回復には
求められるといえる。一方、ひきこもってい
る状態では自分の存在を肯定できず、自己否
定する物語となってしまう。否定的であって
も、それを失うことは痛みを伴うため、否定
的な自分を手放しにくいのかもしれない。特
に、ひきこもり本人において、親との関係性
においてアンビバレントであることが示唆
された。今後、どのような関わりによって、
ひきこもり本人のアイデンティティの再編
が促されるのかを検討する必要がある。 
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